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巻頭言 色は 「結剽 か 「原因」か

東海支部長 　高 橋 晋 也

　
一

昨年 の 9月、慶應義塾大学 で開催され た日本心理

学会第 69 回大会の中で、「色彩現象の統
一

的理解」 と

題されたシ ンポジウムが開かれま した 。 日本色彩学会

も共催して い ましたので、参加された学会員の方もい

ら っ しゃ るかと思 い ます 。 表題の 「色は結果か原因か」

は、その 時、私が話題提供させて い ただい た演題です 。

　私はもとも と知覚心理学の分野で色と関わ っ てきま

した。具休的に は種々 の錯視や同化対比現象などで す。

い うまでもな く知覚される色は光の物 理的性質 で 決ま

りますが 、時閤的空 間的な文脈 （観票条件）によ る

様 々 な 修飾を受 けます。私 が 関わ っ てきた研究 は 主に

後者の問題で す。こ こ で は、同
一

の光 に対する微少 な

見え方の変化 、すなわち 「結果 と して の色」が研究対

象とな ります 。 原因は光および観察条件で あり、知覚

経験 として の色はその結果なの で す 。

　
一

方、昨今 の色彩ブ
ー

ムの中、世間の耳 目を引 く問

題 は、人間の感情や生理状態、ある い は具体的な行動

に色が及ぼす （と期待され る）様 々 な効果 で す。じつ

は こ の 問題も長い研究史をも つ 伝統的なテ
ーマ なので

す が、最近で は、たとえば蕎色街灯による路上犯罪の

抑止効果、生鮮食品の 購買意欲を葛める照明条件等々、

よ り現実的　実践的な関心が高ま っ て い る よ うで す 。

こ こ で 関心が向けられるのは 「原因 と しての色」です。

知覚された色が原因 となり、人間の 心理
・生理

・行動

に様々な結果 を生 じさせる と い う枠組みで捉えられま

す 。や や 話が逸れ ま すが 、世閊 に お ける色彩心理学の

イ メージは 圧倒的に こ ち ら の 問題で す 。 そのため、私

はこれ まで、色彩学会内では 「心理学者」と名乗 るこ

とを控えてきま した 。
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　さて 、こ う考えて くる と 何や ら分 か ら な くな っ て き

ます 。 色は 「結果」なので しょ うか 。 それ とも 「原因」

なので しょ うが 。 もちろん両方の面 がある ことに違い

あ D ませんが、
一

般には、上に述 べ た二 つ の 研究領域

の い ず れもが心 理学の 守備範囲に入 ります 。 つ ま り、

心理学におい て、色は、ある時は結呆 、ある時は原因

というように、とても多義的に扱われて い るわけです 。

こ のよ うに位置づけが曖昧な研究対象は他に例を晃 ま

せん。そ して 、こ の多義的な位置づけ こ そが心理学の

研究対象と して の色の面白さだ と思うのですが、残念

な こ と に 、「結果 と し て の 色」 の 研究 と 「原因 と して

の 色」の研究 は こ れま で ほとん ど交流があ りません で

した。互いに知らん振りです e これでは色の面 自さが

少 しも生 かされません、、

　慶應の鈴木恒男先生か ら冒頭の シン ポジウムの こ と

を打診されたとき、タイ トル に掲 げられた 「統
一

的理

解」とい うテ
ー

マ を私な りに考えま した。色を統
一

的

に 理 解す る と は どうい うこ とな の か。暫定 的 に たど D

着い た結論が、上に述べ た二 つ の 色彩心理学の 融合と

い うことで した 。 「結果 としての色」研究と 「原因と

しての色」研究を同 じ枠組みで統一する 。 まっ たく途

方も ない 構想で、実現 に 向けて の 貝体的な ビジ ョ ン も

ありませんが、まず は
一人の人間が両方のテ

ーマ を扱

っ て みる こ とか らと思 い 、こ こ 数年、色照 明や色嗜好

の研究をぼちぼち と始めて い ます 。 研究の成果 はまだ

まだ こ れか らです が、学会内で 「色彩心理学者」 を名

乗ること 1こ抵抗を感 じな くな っ てきた ことは R に見え

る成果のようです 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋大学）
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